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大規模イベント会場などにおいて、
リアルタイムに観測された人流・交
通流および、希望するアトラクショ
ンや目的地検索ログから、近未来の
混雑状況やリソース需要を予測し、
全てのお客様が快適に周遊できるよ
うに巡回スケジュールに基づき動的
にナビゲーションする技術です。

イベント会場や各アトラクションで
の混雑状況を予め正確に見積ること
は困難です。本技術は、リアルタイ
ム観測に基づき、未来の混雑を予測
し、個々人ではなく集団にとって最
適な誘導を動的に実現します。これ
により有事が生じた場合でも適応的
な誘導が可能となります。

観光地、イベント会場、空港、商業
施設などで、お客様が安心、安全に
移動できる社会インフラを実現し、
さらに、本技術を多方面に展開し、
人、交通、モノの流れを、いつでも
どこでも快適に誘導、制御できる世
界の実現を目指します。
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